
令和3年11月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：47,489 人 －79
　 菊池：23,502 人 －28
　 七城： 5,179 人 －18
　 旭志： 4,284 人 －16
　 泗水：14,524 人 －17
男　性：22,812 人 －45
女　性：24,677 人 －34
世　帯： 19,651 世帯 －17

年齢別人口 
0～14歳 6,084 人 13%
15～64歳 25,181 人 53%
65歳以上 16,224 人 34%

自然増減 社会増減
出  生：23 転  入： 78
死  亡：65 転  出：107

Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙
市内ではイチゴの収穫が本
格化しています。宮

みや

川
がわ

忠
ちゅう

正
せい

さん（甲森北）のビニールハ
ウスでは、ゆうべに、ひのし
ずくなどが鮮やかに輝いて
いました。宮川さんは色づ
きや傷がないかを確かめな
がら、一つ一つ丁寧に摘み
取っていました。イチゴは市
内のほか、関西、関東方面に
出荷される予定です。

公式ホームページ

市民の暮らしに必要な情報やまちの話題などを掲載しています。

新型コロナウイルス感染症の影響により掲
載内容が変更になる場合があります。最
新情報はホームページをご確認ください。

応募期限　１月31日㈪必着
�応募方法　はがきに住所、氏名、年齢、電話番号、
希望の番号（市町名）、本市の魅力、広報紙に対す
る意見や感想を記入して応募してください。
※応募は１世帯１枚までとします
※�応募多数の場合は抽選とし、当選者発表は賞品の発送

をもってかえさせていただきます

問い合わせ・応募先
〒861-1392（住所記載不要）
菊池市役所市長公室「読者プレゼント」係
☎0968（25）7252

　菊池地域の各市町（菊池市・合志市・菊陽町・
大津町）から新春のプレゼントがあります。皆
さんの応募をお待ちしています。

菊池地域共同新春企画

①菊池市 七城のこめ（2ｋｇ） ２人

②合志市
▶合志マンガミュージアム１日招
待券（２枚1組）▶赤大豆きなこキャ
ラメルポップコーン（１袋）▶赤大豆
ふくあかね珈琲ドリップバッグ（１袋）

２人

③菊陽町
▶「さんふれあ」さんさんの湯入
浴券（２枚１組）▶ゴロッと！にんじん
とチキンのカレー（１食入り×２箱）

２人

④大津町 からいも食べ比べセット（ほりだし
くん・べにはるか 計５㎏） ２人
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情報つう
▼お知らせ　廃棄物の屋外焼却は法律で原則禁止されています／
要介護認定高齢者の障害者控除・おむつ代医療費控除／その悩み、
裁判所の調停で解決しませんか／山火事にご用心／子育て世帯の皆
さんへ／1月の「税」の納期限1月31日㈪／事業主の皆さんへ償却資
産申告のお願い／水道管の冬支度をお願いします／海で何かあったら

「１１８番」／テレビの電波障害／道路にはみ出した樹木は枝切り・伐
採してください／市道の危険箇所を発見したらご連絡ください／子ど
も食堂の開設や運営を応援します／屋内消毒機の貸出方法を変更し
ます／ペットからの感染症を防止しましょう／スポーツ安全保険に加
入しましょう／中小企業退職金共済制度／運転免許証の自主返納を
考えている人へ／知っていますかヘルプカード／農業保険をご存知
ですか／家畜排せつ物は適正に管理してください／記事の訂正
▼募集　パブリックコメント募集／職業訓練コース／小規模「工事等」
および「物品・委託等」契約希望者募集／花の苗や球根を配布します
／医療的ケア児看護師研修／放送大学４月生募集
▼相談・講演講習　納税相談夜間窓口を開設します／一人で悩
まないで男女共同参画専門委員相談／認知症介護家族のつどい
／相続登記相談会／もの忘れ相談会／実践農業者経営力養成セミ
ナー／心も体も弾むトランポリン講座／熊本いのちの電話オンライ
ン講演会
▼イベント　装飾古墳館・菊文研講座／特別ガイドツアー西側土
塁編／未就学児のためのすくすく講座
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地域おこし協力隊通信／「きくち防災・行政ナビ」を改修
市民の広場／菊池の情報発信

30
31

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより
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市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー／菊池市赤ちゃんの駅登録施設紹介

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している人、
伝統を受け継いでいる人など、菊
池で頑張っている人を募集します。
本市在住であれば自薦・他薦は問
いません。詳しくは市長公室まで
お問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252
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幼
少
期
か
ら
祖
母
の
戦
争
体
験
を
聞
い
て

育
っ
た
。
物
静
か
な
祖
父
は
自
ら
語
る
こ
と

は
な
く
、
15
歳
の
時
に
他
界
。「
こ
の
ま
ま

で
は
戦
争
の
記
憶
を
何
も
聞
け
ず
に
時
が
過

ぎ
て
し
ま
う
」。
危
機
感
が
募
り
、
そ
の
頃

か
ら
次
第
に
戦
争
へ
の
関
心
が
強
く
な
っ
て

い
っ
た
。

　

18
歳
の
時
、
零
戦
の
操
縦
席
に
乗
り
、
飛

行
す
る
夢
を
見
た
。
そ
し
て
、
あ
る
人
物
の

名
が
浮
か
ん
だ
。
目
が
覚
め
調
べ
て
み
る

と
、
実
在
し
た
特
攻
兵
だ
っ
た
。
衝
撃
が
走

り
、
そ
れ
か
ら
戦
争
の
歴
史
を
無
我
夢
中
で

調
べ
始
め
た
。「
私
た
ち
と
同
じ
青
春
を
送
っ

て
い
た
人
た
ち
が
戦
っ
て
い
た
ん
だ
。
戦
争

は
過
去
の
出
来
事
じ
ゃ
な
い
。
戦
時
中
を
生

き
た
人
た
ち
の
思
い
や
生
き
ざ
ま
を
も
っ
と

知
っ
て
、伝
え
て
い
こ
う
」。
思
い
に
駆
ら
れ
、

戦
時
中
の
人
々
や
戦
地
の
様
子
を
得
意
の
絵

画
や
イ
ラ
ス
ト
で
描
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に

発
信
し
て
き
た
。

　

一
昨
年
の
10
月
、「
自
分
の
地
域
の
戦
争

の
歴
史
を
知
り
た
い
」
と
、
菊
池
飛
行
場

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
足
を
運
ん
だ
。
遺
跡
や
資

料
の
多
さ
に
驚
き
、「
戦
争
の
記
憶
を
伝
え

る
た
め
に
、
私
も
力
に
な
り
た
い
」
と
思
い
、

昨
年
5
月
、
運
営
元
の
「
花
房
（
菊
池
）
飛

行
場
の
戦
争
遺
産
を
未
来
に
つ
た
え
る
会
」

に
入
会
。
以
降
、
地
元
の
中
学
生
に
戦
争
体

験
者
の
話
を
基
に
し
た
紙
芝
居
の
制
作
指
導

や
、
演
劇
の
監
修
を
行
う
な
ど
精
力
的
に
活

動
し
て
い
る
。

　
「
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
。

そ
し
て
、
命
を
落
と
し
て
い
っ
た
人
た
ち
の

生
き
た
証
を
残
す
た
め
に
。
こ
れ
か
ら
も
私

は
継
承
し
続
け
ま
す
」

Profile　さかもと・まな
平成10年6月14日生まれ。熊本大学教育学部美術科卒業。
幼少期から飛行機を描くのが好きだった。大学生の頃から戦
時中の兵士や戦争の歴史を調べ、イラストや絵を通し発信し
ている。中日ドラゴンズのドアラが好き。上住吉在住。23歳。

昨年、菊池北中学校で特攻を題材
にした劇「ホタル帰る」の監修や
衣装提供を行った。劇中で使用さ
れた零戦と共に（関連32ページ）

坂本 眞菜さん

「花房（菊池）飛行場の戦争遺産を未来につたえる会」理事

1_大学4年時の教育実習先の泗水中学校では、特攻を題材にした演劇に使用された実
物大の零戦の制作に携わった 2_横須賀市にある記念艦三笠を描いた『翔

しょう

刻
こく

』 3_毎月、
会の定例会に参加。倉

くら

沢
さわ

泰
やすし

代表（㊨から２番目）は「彼女は頼もしい存在」と期待している

戦争を生きた人たちの
“証”を残したい
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